
 

 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

  

 

 

 

 

№１８２ 

令和６年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人 口 14,041 世帯数 6,966  

（令和６年 4 月 1 日現在） 

５月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

 

 
 
 
 

 

大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 
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【大歳地区５月の行事予定】 
 

【日 時】 6 月２３日（日）１０時～１２時 
【場 所】 サンフレッシュ山口（山口勤労者総合福祉センター） 
     （湯田温泉 5 丁目 5 番 22 号）   
【講 師】 中田 徹 氏 

（やまぐちリフレッシュパーク所長） 
【対 象】 小学１～3 年生までの子どもとその保護者 20 組程度 
【持ち物等】フェイスタオル（約３５ｃｍ×約 80ｃｍ）※運動で使用・各自 1 枚、 

上履き、汗拭きタオル、飲み物、運動ができる服装 
【託 児】 無料（要申し込み） 

（①または②の方法で、お申し込みください） 

① 市ウェブサイトのお申し込み用メールフォーム 

②電話（☎083-934-2866）  
※お申し込み多数の場合は抽選で受講者を決定します。  

   抽選結果は当落どちらでもご連絡いたします。期間内に結果が届かなければ、お問合せください。  

お問合せ先【山口市教育委員会 社会教育課（☎ 083-934-2866）】 

親子コーディネーションで

申 し 込 み 受 付 令和 6 年 4 月 1 日（月）～６月 3 日（月） 

抽選結果のお知らせ 令和 6 年６月 4 日（火）～6 月 7 日（金） 

親子で行うことでコミュニケーション能力や  
思いやりの心を育てます。 

家庭教育応援サイト 

子そだてマナビィ 

子 そだ て マナビ ィ 

  「親力」アップ  ！！
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郷土の歴史を次の世代にどう伝えていくか 
「発見！おおとし 大歳史跡探訪」看板の設置に寄せて   

 

 

 この春、地域交流センター敷地内に史跡看板「発見！おおとし 大歳史跡探訪」が新しく設置されました。す

でにご覧になった方も多いと思いますが、改めて看板の内容をここで一部ご紹介いたします。まず、史跡や歴

史の道をイラストとともに掲載した「大歳マップ」が中心となっています。加えて、「大歳のあゆみ（年表）」、

大歳民謡、史跡についての説明文、大歳ゆかりの人々、歴史散歩コースについてご紹介しています。このうち、

歴史散歩コースと「大歳民謡」については動画を作成し、看板上の QR コードで読み取れるようにしました。

「大歳民謡」については、青空コーラスの皆さんに歌っていただいたものを大歳の風景動画とともに収録して

います。ご覧いただき、地区の行事などで歌われる機会が増えることを願います。 

看板の原案作成に際しては、他の地区から来られた方や若いみなさんにも大歳の歴史がわかりやすく伝わる

よう、工夫を凝らしました。交流センター来所の際などにじっくりご覧いただき、大歳の歴史に関心を深めて

頂ければ幸いです。なお、既刊の郷土史「郷土大歳のあゆみ」及び小冊子「明治維新と大歳」、パンフレット

「発見！おおとし」なども併せて読んでいただくと、大歳の歴史にいっそう理解を深めていただけます。 

看板の原案作成にあたり、資料を検証しながら大歳の歴史を改めて振り返ると、かつては貧しい農村地帯で

あった大歳地区が、明治以降大きく発展し、それとともに風景も様変わりしたのだという実感がわきます。こ

れはまず「川」と「道」の発展を抜きにしては語れないと思います。 

昨年 7 月、大歳地区は水害に見舞われましたが、昔から椹野川の両岸ではくりかえし氾濫が起こり、田畑や

集落はこの被害を受けていました。天保 7 年の水害では黒川市から小郡までの一面がまるで湖水のようになっ

たといいます。この苦難を解決するため、林勇蔵らの主導により明治の椹野川改修工事が実現し、水害の根源

であった吉敷川との合流地点付近はおだやかな流れに付け替えられました。その後も河川改修を重ねながら、

椹野川流域は住みよい土地となり、住民の不安は軽減されました。 

いっぽう、小郡津市と西の京山口を結ぶ「石州街道」とよばれた道が大内氏の時代に整備され、この道を大

内館へ向かう明や九州からの使者が行き来し、幕末には維新の志士たちも駆け抜けました。その石州街道は大

正 10 年、国道 17 号線に指定され、やがて乗合自動車やトラックが普及すると渋滞などで国道の機能が十分に

果たせなくなり、新国道（現在の県道 204 号宮野大歳線）がつくられました。さらに平成 7 年バイパスが和田

～宮野の間で全線開通し、こちらが現在国道 9 号線として幹線道路の役割を担っています。 

道の発展とともに沿道に社屋や店舗がつぎつぎ建ち並び、大歳地区は現在のように人の集まる地区になりま

した。この発展を支えてきたのは、土地を拓き川や道を改修し、豊かでくらしよい村にしようと働いてきた代々

の大歳の人々でした。先人はその功労者に感謝し、功績を金石文に刻んで残しました。大歳地区にはそのよう

な石碑をはじめすぐれた名所旧跡がいくつもあり、その周

囲の草刈りや清掃を行い守ってくださる方があります。こ

れらを巡り、いかにして大歳のまちがつくられてきたかに

思いを馳せてみてください。国際化や IT 化に注目が集ま

る現代社会でしっかりと地に足をつけていく上で、郷土の

歴史は我々に大きなヒントを与えてくれるはずです。そし

て、これを次の世代へどう伝えていくかを皆で考えてみま

しょう。 

（大歳史談会、文責：竹田暁子）    

                   
 

新しく設置された看板「発見！おおとし 大歳史跡探訪」 


